
インプレッサおよびフォレスター、レガシィのリコールについて 

平成２５年３月２８日 

平成２５年３月２８日、富士重工業株式会社より、国土交通省にインプレッサおよびフォレスター、レガシィのリコー

ルを届け出いたしました。 

 

リ コ ー ル 届 出 番 号 ３１２９ リ コ ー ル 開 始 日 平成２５年 ３月２８日 

不具合の部位（部品名） 原動機（電気配線） 

基準不適合状態にあると

認める構造、装置又は性

能の状況及びその原因 

エンジンハーネスの配索が不適切な状態で組み付けられたため、使用過程でハー

ネスの一部が吸気マニホールドの取付けボルトに押し付けられるものがある。そのた

め、ハーネスが損傷し、そのまま使用を続けると、アイドリング不良、警告灯点灯などが

発生し、最悪の場合エンジンが停止して再始動できなくなるおそれがある。 

改 善 措 置 の 内 容 全車両、当該エンジンハーネスを点検し、配索が不適切であった場合は、適切な配

索に修正する。また、当該エンジンハーネスのハーネステープ表面に擦れがある場合

には、テープを巻き直し、芯線に損傷がある場合には、エンジンハーネスを新品に交

換する。 

不 具 合 件 数 １件 事 故 の 有 無 ０件 

発 見 の 動 機   市場からの情報による。 

自動車使用者及び自動

車分解整備事業者に周知

させるための措置 

・ 使用者：ダイレクトメール、直接訪問又は電話で通知する。 

・ 自動車分解整備事業者：日整連発行の機関誌に記載する。 

・ 改善実施済車には、運転席側ドア開口部のドアロックストライカー付近に 

Ｎｏ. ３１２９のステッカーを貼付する。 

 

車名 型   式 通 称 名 
リコール対象車の車台番号 

の範囲及び製作期間 
リコール対象
車の台数 

備 考 

ＤＢＡ－ＧＪ２ 
ＧＪ２－００２４００～ＧＪ２－００２７８２ 

平成２４年 ２月 ９日～平成２４年 ３月２２日 ３７３   

ＤＢＡ－ＧＪ３ 
ＧＪ３－００２１７６～ＧＪ３－００２４８７ 

平成２４年 ２月 ４日～平成２４年 ３月２２日 
２９３   

ＤＢＡ－ＧＪ６ 
ＧＪ６－００２１４３～ＧＪ６－００２５７２ 

平成２４年 ２月 ４日～平成２４年 ３月２２日 
４２４   

ＤＢＡ－ＧＪ７ 
ＧＪ７－００２７６２～ＧＪ７－００３７７３ 

平成２４年 ２月 ４日～平成２４年 ３月２３日 
９９３   

ＤＢＡ－ＧＰ２ 
ＧＰ２－００３２１０～ＧＰ２－００４６５０ 

平成２４年 ２月 ４日～平成２４年 ３月２３日 
１，４１６   

ＤＢＡ－ＧＰ３ 
ＧＰ３－００２５４４～ＧＰ３－００３２１７ 

平成２４年 ２月 ４日～平成２４年 ３月２３日 
６５３   

ＤＢＡ－ＧＰ６ 
ＧＰ６－００２４９５～ＧＰ６－００３４５１ 

平成２４年 ２月 ４日～平成２４年 ３月２３日 
９４８   

ＤＢＡ－ＧＰ７ 

「インプレッサ」 

ＧＰ７－００４２９０～ＧＰ７－００６１７０ 

平成２４年 ２月 ４日～平成２４年 ３月２３日 
１，８４８   

ＤＢＡ－ＳＨＪ 「フォレスター」 
ＳＨＪ－０２１３９６～ＳＨＪ－０２４３７９ 

平成２４年 １月２３日～平成２４年 ４月１０日 
２，９７０   

ＤＢＡ－ＢＭＭ 
ＢＭＭ－００２００１～ＢＭＭ－００２０１２ 

平成２４年 ４月１６日～平成２４年 ７月３０日 
１２   

スバル 

 

ＤＢＡ－ＢＲＭ 

「レガシィ」 ＢＲＭ－００２００１～ＢＲＭ－００２０２４ 

平成２４年 ４月１６日～平成２４年 ７月３０日 
２３   

 （計１１型式） （計３車種） 
（製作期間の全体の範囲） 

平成２４年 １月２３日～平成２４年７月３０日 
（計９，９５３台）  

※対象車の車体番号及び製作期間の範囲には、対象にならない車体も含まれる場合がありますので、  

詳しくは最寄りの販売店にお問い合わせください。 
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エンジンハーネスの配索が不適切な状態で組み付けられたため、使用過程でハーネスの一部

が吸気マニホールドの取付けボルトに押し付けられるものがある。そのため、ハーネスが損傷し、

そのまま使用を続けると、アイドリング不良、警告灯点灯などが発生し、最悪の場合エンジンが停

止して再始動できなくなるおそれがある。 

↓車両前方 

エンジンハーネス 

ブローバイホース 

干渉部位 

改善の内容 

全車両、当該エンジンハーネスを点検し、配索が不適切であった場合は、適切な配索に修正す

る。また、当該エンジンハーネスのハーネステープ表面に擦れがある場合には、テープを巻き直

し、芯線に損傷がある場合には、エンジンハーネスを新品に交換する。 

識別 

エンジンハーネス集中カプラー上部に白色ペイントを塗布する。 

吸気マニホールド 

取付ボルト 

注：        は、点検を行い、必要に応じて修正、交換する部品を示す。 
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